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 報  告 臨床検査学教育 Vol.3, No.2 p.82～87, 2011. 

看護師の卒後教育を通した 

インタープロフェッショナル教育(IPE)への関わり

藤 岡 美 幸*1 中 野 京 子*2 小 林 朱 実*3 増 田 育 子*3

小倉 能理子*4 會 津 桂 子*5 西 沢 義 子*5

[要 旨] 近年の医療現場では医師や看護師のみならず、臨床検査技師をはじめとしたコメディカル

との連携によるチーム医療の必要性が問われている。このチーム医療の実現には複数の専門職が互い

に学び合うインタープロフェッショナル教育(IPE)により多専門職間の協働やケアの向上が期待でき

る。今回、臨床看護師の卒後教育の一環として臨床検査に関する理解度をより高める目的で研修会を

開催し IPE を実施する機会があった。看護師を対象とした臨床検査学の研修会は本専攻では初めての

試みであった。研修会における講義・実習には参加者全員が積極的に参加していた。研修後のアンケ

ートでは、実習を行ったことにより、採取した検体がどのように検査され、また結果が得られるまで

にどの程度の時間を要するのか等、臨床検査に関する興味、理解・知識が深まったとする意見が多か

った。今後 IPE のさらなる強化をはかり医療・教育の向上につなげたい。 
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は じ め に 

 近年の医療現場では医師や看護師のみならず、

薬剤師や診療放射線技師、理学療法士、作業療法

士、栄養士などいわゆるコメディカルとの連携に

よる「チーム医療」の必要性が問われ 1)～3)、臨

床検査技師もチームの一員として活躍することが

期待されている 4)。この「チーム医療」の実現に

はコメディカルがそれぞれの技術と役割を持ち寄

り、他職種との協同関係を構築することが必要と

なる。欧米では「協働やケアの質を向上するため

に 2 人以上の専門職がお互いについて、お互いか

ら学び合う機会」5)をインタープロフェッショナ

ル教育(IPE)としている。我が国でも以前から

IPE が取り入れられているが、まだまだ認知され

ているとは言い難い現状がある 6)。保健医療専門

職教育の一環として IPE の機会を作ることは専

門職間の相互の学び合いを生じさせ、医療実践に

おいて多専門職間の協働学習を通し、さらに協働

やケアの向上が期待できる 7)。 

 今回、臨床看護師の卒後教育の一環として、

「臨床検査」に関する理解度をより高める目的で、

「微生物学」における検体採取時の基本的知識と

留意事項を解説した講義と実習とを組み合わせた

研修会を開催し、IPE を実施する機会があった。

これまで本専攻では臨床検査技師教育機関として

看護師を対象とした臨床検査学の研修を行ったこ

とはなく、今回が初めての試みとなった。看護師 
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の日常業務を通した臨床検査への理解や知識等に

関して、今回の研修会前後でその成果を評価する

アンケートを実施した。その結果、興味深い知見

が得られたので報告する。 

I．対象および方法 

1．対 象 

 平成 22 年 11 月、弘前大学医学部附属病院各診

療科病棟および手術部、高度救急救命センター、

ICU 勤務の卒後 2 年目の看護師 34 名。 

2．方 法 

 自分たちの身の回り品にどの程度細菌が存在し

ているのか、実習を通して実感させ、感染防御に

関する知識を深めることを目的として研修を実施

した。研修の構成は、前日に実習の前段階として

身の回りの物から検体採取を行い、翌日は 30 分

の講義の後に実習を行い、アンケートを実施した。 

 ① 講 義 

 これまで各自の業務において臨床検査にどのよ

うに関与してきたのかを再認識してもらう目的で、

はじめに検体別の採取方法や採取後の保存方法、

検体の取り扱い方法等に関してスライドを用いた

講義を行った(図 1)。 

 ② 実 習 

 1)検体採取および培養方法 

 研修前日、各自が日常業務における身の回り品

について滅菌スワブを用いて表面を最大 5cm×

5cm の範囲でぬぐい取り、これを検体とした。内

訳は院内 PHS 7 件、パソコンキーボード 6 件、

ハサミ 5 件、ペン 3 件、ネームプレート 3 件、記

録板 2 件、パソコンマウス 2 件、血圧計マンシェ

ット 2 件、カートやタイマー、プロテクター、リ

ップクリーム各 1 件の全 12 種類 34 検体であった。

これらの検体は弘前大学大学院保健学研究科微生

 

 
図1 講義で使用したスライドの例 

 



 84  臨床検査学教育 Vol.3, No.2 (2011) 

表1 アンケート用紙 
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物学実習室に搬入、検体を生理食塩水 1ml に懸

濁させたものを検体原液とした。この検体原液は

当施設スタッフにより、その 100  l を普通寒天

培地にコンラージ棒を用いて塗抹し、37±1℃、

20±1 時間培養した。 

 2)コロニー観察およびコロニー数の算定 

 研修当日は使用培地や培養方法について説明を

行った後、各自で平板培地上に形成されたコロニ

ーについて、臭気や形状、色調などを観察し、ス

ケッチをさせた。次に平板上のコロニーをカウン

トし、コロニー数を 10 倍することで検体原液中

の生菌数を算出した。 

 3)グラム染色および鏡検 

 グラム染色の操作手順を詳細に説明しながら、

各自で平板上に形成されたコロニーから釣菌し、

グラム染色を実施させた。なお、平板上にコロニ

ーが形成されなかった場合は、他者の平板上のコ

ロニーを譲り受け実施した。鏡検ではグラム染色

性や形態(球・桿菌等)の判別を行った。 

 ③ アンケート 

 実習終了後に、表 1 に示すアンケート用紙を

用いて実施した。 

II．結   果 

1．講義について 

 全員が積極的に聴講し、質問も微生物検査に関

してだけでなく、臨床検査に関する操作方法や学

術的な質問も多くあり、臨床検査に対する関心の

高さがうかがわれた。また、講義・実習中やアン

ケートの記述中で看護師がよく使っていた「清

潔・不潔」という言葉の概念は、臨床検査領域に

おいては不適切であり、空気中の落下細菌を考慮

する微生物学的な無菌とは、厳密には異なること

がわかった。 

2．実習について 

 実習においても積極的に行われた。操作方法の

説明時も各自熱心に耳を傾けており、またわから

ないことがあると積極的に質問していた。実際の

操作に関して特に問題はなく、全般的にスムーズ

に進行した。図 2 に実習の様子を示した。 

 今回 34 検体中 23 検体の平板培地から 1～194 

 
図2 実習風景 

 

個のコロニー発育が認められ、検体原液中の菌数

は 10～1,940 個/ml であった。最も多くコロニー

が検出されたのは院内 PHS で、グラム陽性球菌

であった。また他の主なコロニーはグラム陽性球

菌や陽性桿菌、陰性球菌、染色性不良菌であった。 

3．アンケートについて 

 アンケートの結果は、｢I. 研修の企画・運営」

について 34 名(100%)すべてが適当であったと回

答した。 

 「II. 研修の自己評価」については、「主体的

に参加」できたとする者が 24 名(70.6%)、だい

たいできたとする者が 10 名(29.4%)であり、あ

まりできなかった、あるいはできなかったとする

者はいなかった。また「今後に活用できる」につ

いても、できるとした者が 17 名(50.0%)、だい

たいできるとした者が 14 名(41.2%)、あまりで

きない、あるいはできないとする者はいなく、無

回答が 3 名(8.8%)であった。 

 さらに「III. 今回の研修前後でどのような変化

がありましたか」に関して、すべての項目につい

て 34 名全員が再認識あるいは理解できたとした。

それぞれの項目に関する代表的な意見を表 2 に

まとめた。研修内容や自己評価については、実際

に自分自身で実習操作を行ったことにより、より

臨床検査に関して理解や知識が深まったとする意

見が多かった。また今回の実習を通した感想や希

望では、これまでわからなかったことが理解でき

たとするものや、もっと詳しく学びたいとするも 
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表 2 アンケートにおける代表的な意見 

 
 

のが挙げられた。 

III．考   察 

 今回、病棟看護師の卒後教育の一環として、微

生物学実習および検体採取に関する講義の研修を

行う機会があったが、34 名全員が積極的に参加

しており、その関心の高さがうかがわれた。検体

として院内 PHS やハサミ、パソコンキーボード

等を選択した背景には、日常よく使う物品であっ

たため対象としたとする回答が多数であり、普段

何気なく使っている物品の細菌保有に関して関心

があったことがわかった。今回は各々の興味ある

検体からの細菌検出を目的としており、各コロニ

ーの菌種同定は行わなかったが、培地上の発育し

たコロニーを目の当たりにして、環境下にある

様々な物は無菌ではないということを再認識した

ようであった。 

 また検体の取り扱いに関しても、採取した検体

が検査サイドへ提出後どのような過程を経た後に

報告書となって手元に戻ってくるのか、その検査

内容を説明とともに実践することで、またさらに

は多様な検査と関連付けて理解することで清潔・

不潔という概念を踏まえた無菌操作や検体保存の

目的・意義に関する理解あるいは培養・同定方法

の理解へとつながったように思われた。 

 研修終了後のアンケートに関して、研修の「主

体的な参加」や「今後に活用できる」についての

自己評価は、できるとした者、だいたいできると 
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した者がほとんどで、できなかった、あるいはあ

まりできなかったとした者がいなかった。実際、

研修中は微生物検査に関してだけでなく、臨床検

査に関する操作方法や学術的な質問も多く、その

場で対応し解決することができた。通常の業務に

おける疑問は早い段階で解決可能な環境を整える

ことの重要性を実感した。また今回の研修前後の

感染防御や細菌検査への「認識や知識の深まり」

については 34 名全員が再認識あるいは理解した

と回答した。それぞれの項目の代表的な意見と

「実習を通した感想や希望」についての代表的な

意見を総合すると、これまでは採取した検体がど

のように検査が行われ、また結果が得られるまで

にどれくらいの時間を要するのか、多くの参加者

が知らない現状であった。さらに検査目的による

採取方法や採取容器、保存方法の相違も今回の研

修の講義で初めて理解した者も多く、「臨床検査

の理解度を高める」という今回の研修の目的が概

ね達成できたと考えられた。 

 日進月歩である現代医療における臨床検査は、

病棟看護師にとってブラックボックス化している

と感じている印象が否めず、これらを理解しても

らうことは臨床検査技師が参加する「チーム医

療」を進める上での IPE が重要であり、この教

育には他職種との連携が不可欠である 8)9)。そこ

でわれわれは、感染防御の観点から日常業務にお

ける様々な疑問の早急な対応やさらなるスキルア

ップを目的として、e ラーニングの導入 10)を検討

中である。今後、看護職との IPE のさらなる強

化をはかり、最終的には医療の質を向上させるこ

とにつなげていきたい。 
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